
３年生 学年通信          静岡県立新居高等学校 

                                     ３学年主任  北川 博之 

最近各クラスの背面黒板に「あと何日」という言葉が書かれているのが目立つようになってきました。

最初はどこかのクラスから始まったものが今では半分以上のクラスに書かれています。毎年このようなシ

ーンが見られるのですが、「あと何日（学校に来れば卒業）」「あと何日（で高校生活が終わっちゃう）」「あ

と何日（来れば家庭学習）」のように「あと何日」の後にどんな言葉を君たちは想像しているのでしょうか。

実はこれ先日のマラソン大会の「あと何キロ」と走っている時に頭に浮かべる言葉に似ていませんか。「あ

と何キロ（走ったら 10 位以内）」「あと何キロ（走ったらこの苦しみから解放される）」などです。君たち

の心の持ち方で（  ）の中の言葉はいくらでも変わりえるのです。実は今回のマラソン大会ですが７名

の３年生が１０位以内に入っています。修学旅行に次いで２つ目の奇跡！（３年前は３名） 

さて前回の学年集会で、「就職・進学が決まると皆スタートラインがゼロになります。ここでもう一度自

分を見つめ直し、目標を持つことが大切だよ」という話をさせてもらいました。今君たちは自分の目標に

向かって努力できているでしょうか。今年のマラソン大会が良い例です。この冬休みを今一度充実させて

３学期に臨んでください。 

☆ 保護者の皆様へ  学期末の配布物を御確認ください。 

  ①成績通知票 ②２学期末テスト結果 ③ 冬休みの生活について  

以下は２学期の報告及び今後の予定等です。今後とも本校の教育活動への御理解・御協力のほどよろし

くお願いいたします。 

Ⅰ ２学期の報告 

◆進路状況 

 １２月２０日（金）現在の結果を報告させていただきます。 

就職 一般企業 １０８名  公務員（警察、自衛隊） ５名 

進学 四年制大学 １４名  短期大学 ４名  専門学校 ６５名 

 

◆表彰関係  ２学期に以下の生徒が表彰されました。  

第 18 回全国書道展 

 奨励賞 ３４ＨＲ 朝倉帆乃佳 

 特賞  ３４ＨＲ 飯島瑠菜、小椋 茜、森 奈月 

３５ＨＲ 髙宮杏月、田村日奈子  

３６ＨＲ 井村優衣、河合万里奈 

 

令和元年度 高校生による交通安全標語コンクール 

優秀賞 ３１ＨＲ 鈴木朔弥 『前を見て！！ 小さな僕たち 見えている？』 

３４ＨＲ 野寄里歩 『前見なよ ながらスマホ 危ないじゃん』 

 

 第 60 回静岡県吹奏楽コンクール西部地区大会 （吹奏楽部） 

  高等学校の部 B 編成の部 銀賞 

 

◆令和元年 体育大会  （1０月３１日） 

  赤組 ３３、２６、１５ＨＲが優勝しました。 ※３３ＨＲは体育コースです 

 



◆校内マラソン大会  １０位以内（12 月 1３日実施） ３年生が何名か表彰されました 

     男子                      女子 

 ２位 ３６HR 杉浦聖治（陸上部）       ７位 ３５HR 渥美若菜（茶道部） 

 ３位 ３３HR 鈴木大心（バスケット部）    ８位 ３４HR 山口莉央（ボート部） 

７位 ３２HR  鈴木星摩（野球部）       ９位 ３４HR 内山怜衣（ボート部） 

                        １０位 ３２HR 藤田詩乃（美術・漫画研究部）                          

◆出欠の記録（12 月６日締め） １学期との比較 

２学期  皆勤 １２８名 ★（－36） 遅刻 延べ８９名 ★（＋46） 早退 延べ３４名（＋17） 

Ⅱ ３年生冬休み・３学期当初の行事予定 

１．成績不振者補習 12 月 13･16･17･18･19･20･23･24･25 日 追試験 12 月 26 日 

         ※各教科の指示を受けること、該当者のみ別紙参照 

２．１２月２８日（土）～１月５日（日）までは閉庁です。 

１月 ７日（火）始業式 学年集会（服装頭髪検査） LHR 

  １月２０日（月）5 限 百人一首大会  

２月５日（水）～７日（金）学年末テスト 

２月８日（土）～ 家庭学習日  ３月２日（月）卒業式 

Ⅲ 令和２年に期待すること    学年主任 北川博之 

私は NHK の大河ドラマをよく見ます。つい先日「いだてん」が終わったのですが、はたして皆さんの何

人がこのテレビ番組を見ていたでしょうか。今回の大河ドラマは浜松を舞台とするシーンもあり、後半の

ストーリーはその浜松出身市である田畑政治が主人公だったんです。主人公を演じたのは阿部サダヲさん

で不思議な魅力を持った俳優さんです。阿部サダヲさんは高校を卒業して家電量販店に就職しましたが、

人と接するのがあまり得意ではなく、いつも小さな声で接客をしていたそうです。それは今の彼とは大違

いで、過去のことがとても想像できないくらいよくしゃべるキャラクターに変身しました。彼を見ていて

「人の人生ってわからないものだなあ」とつくづく感じさせられました。 

さて、来年令和２年は東京オリンピックが行われます。実は私は１９６４年生まれ、つまり今回の大河

ドラマのテーマである東京オリンピックの年に生まれました。そしてその時、女子バレーボールは金メダ

ルを獲得し「東洋の魔女」と呼ばれるほどでした。なんとなく自分に無縁ではないオリンピックというこ

ともあって、中学校から入部したバレーボールに今も係わっています。そして大河ドラマも普通の２倍楽

しめたと思います。皆さんも何かそのようなものが今度のオリンピックに期待できるかもしれませんよ。 

Ⅳ 充実した冬休みを過ごすには 先生方の高校時代は？ 

・（西橋）高３の冬休みは、とにかく受験勉強の毎日でした。全然楽しんだ記憶がありません。皆さんは、

ハメを外さない程度に全力で楽しんで下さい。 

 ・（高津）朝起きて、勉強。昼食後、勉強。夕食後、勉強。入浴後、勉強、そして就寝。 

 ・（村松）学生生活最後の冬休みになる人も多いと思います。今しかできないことを！！ 

 ・（田川）高３の冬休みは、受験勉強とまだ見ぬ大学生活への妄想、将来への不安が、１：２：３くらいの

割合でした。高校最後の冬休み、何かと忙しいことと思いますが、楽しく健やかに過ごせますように☆ 

・（東）高３の冬休みは受験のための勉強をしていました。午前中は図書館で友人と、午後は自宅で勉強し

ていました。そのときに時間を共にし、助け合った友人たちとは今も連絡を取り合っています。皆さん

も、今この時を共有している友達を大切にしてください。 

 ・（藤井）ひたすら受験勉強をしていました。他の受験生を上回るためには他人以上に頑張らないといけ

ないと思い、朝から晩まで予備校の自習室や図書館にこもり、帰ってからも勉強部屋にこもっていま

した。勉強していた記憶しかありません。 


